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国立大学法人神戸大学 

 

SDGs に向けた取組及び SDGs 推進室の設置について 

 

【概要】 

私たちが暮らす現代においては、気候変動、自然災害、感染症、紛争など地球規模の課題が経済・環境およ

び社会に重大な影響を及ぼしています。さらに、急速に進む都市化や高齢化など、新しく顕在化した課題もあ

ります。こうした課題が山積する中、国際社会の協調した取り組みの必要性が強く認識されています。 

本学においても、このような地球的課題に対しては、大学憲章とビジョンを踏まえ、伝統と特色を活かし、

文系・理系という枠にとらわれない先端研究を推進し新たな学術領域を開拓するとともに、地球的諸課題を解

決するために先導的な役割を担う人材を輩出することにより高等教育機関としての責務を果たして参りまし

た。 

こうした中、2015 年 9 月に「国連持続可能な開発サミット」が開催され、日本を含めた先進国と開発途上国

が共に取り組むべき国際社会全体の普遍的な目標として、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」（「2030 アジェンダ」）が採択されました。 

我が国は、2030 アジェンダにおいて掲げられた持続可能な開発目標（SDGs）に係る我が国による取組の実施

を総合的かつ効果的に推進するため、内閣総理大臣を本部長とした「SDGs 推進本部」を設置し、政府だけでな

く民間等の多様なアクターが参加して SDGs の達成に取組むことの出来る体制構築を目指しています。 

このような状況に鑑み、SDGｓの達成のため本学が果たすべき役割を再認識し、これまでの文理融合、新学術

領域の開拓等における成果を活かしつつ、全学の広い分野において SDGs を目指した取組を推進し、地域創生や

産業界との連携に際しても SDGs の理念が共有できるよう努め、その取組みの成果を広く国内外に発信していく

ことを宣言いたしました。（2019 年 1 月 9日、学長宣言を大学ホームページに掲載） 

また、この学長宣言に基づき、実質的な活動を行うため 2020 年 2 月 1日に「SDGs 推進室」を設置いたしま

した。 

 

【SDGs 推進室の主な役割】 

SDGs に関する情報収集や広報活動を通じた理念の普及、取組の推進 

企業や自治体等との SDGs 関連事業の連携 

その他の戦略的活動 

 

 

本件に関する問い合わせ先  

神戸大学 SDGs 推進室 

電話：078-803-5391 



神戸大学SDGs推進室の取組み
神戸大学は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

新しい技術・産業・社会の創出

教育：V.School
(価値創造教育と価値の実装)

国際協力

http://www.aiesec.jp/

• JICAを通じた協働活動。

• NPO法人アイセック・ジャパン（1948年設立、
カナダに本部・126ヶ国に支部・会員4万人以上、
1962年日本支部設立）を通じた協働活動。

• JICAを通じた協働活動。

• NPO法人アイセック・ジャパン（1948年設立、
カナダに本部・126ヶ国に支部・会員4万人以上、
1962年日本支部設立）を通じた協働活動。

• 神戸市との包括連携協定における様々な活動・成果を融合してSDGs
に導くイノベーションを創出していく。

「海神プロジェクト」http://www.org.kobe-u.ac.jp/kaijin-pj/
「神戸未来医療構想：先端医療機器開発」内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」

「水素スマートシティ神戸構想」https://www.city.kobe.lg.jp/
「AIによる地下街のスマート化」 https://www.city.kobe.lg.jp/
• 先端技術を通じたUNOPS×神戸市GICとの連携。
• 地域企業との連携によるSDGs行動。

• SDGsの価値創造。
• 「期待・希望」の探索から課題設
定・提供価値の定義など価値創造
戦略の多次元的理解に基づく研究。

• 価値を実装する実践的教育を通じ
て、社会的課題の解決。
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文理融合、新学術領域の開拓等における成果を活かしつつ、全学の広い分野においてSDGsを目指した取組を推進し、
地域創生や産業界との連携に際してもSDGsの理念が共有できるよう努め、その取組みの成果を広く国内外に
発信していく。（学⾧宣言 2019年1月9日）

現場との強い連携：
• 国際協力研究科（JICA)
• 国際連携推進機構（EU総合学術センター、
アジア総合学術センター、米州交流室、国際
教育総合センター、学際教育センター）

• 学術交流協定（64ヶ国、373大学・研究
機関）
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• 学術交流協定（64ヶ国、373大学・研究
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• イノベーション創出（全学部・大学院・その他施設）
• データ戦略の推進（数理・データサイエンスセンター）
• 文理融合研究推進（イノベーション研究科、V.スクール）
➡ グローバル課題、環境課題への行動
➡ 価値を創造し産業界にメッセージを発信
➡ ビジネス（社会実装）モデルの構築
https://www.kobe-u.ac.jp/info/project/SDGs/

人：学生アンバサダー

（2020年4月スタート）

地域/自治体との連携

https://www.jica.go.jp/
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